
K O H O  K I K U Y O  2 0 2 2 . 1 229 282 0 2 2 . 1 2  K O H O  K I K U Y O

人
権
人
権
のの
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば

ゆたかな
心を

はぐくむ

人
権
教
育
・
啓
発
課　
☎（
２
３
２
）２
１
１
３

人権啓発標語学校学校だよりだより

き
く
よ
う
文
芸

き
く
よ
う
文
芸

月

55

164

10

困っている人　見つけたならば　話を聞こう
武蔵ヶ丘小学校　５年　馬原　啓

けい
輔
すけ
（現在６年生）

菊
陽
句
会
報

秋
寂さ

ぶ
や
近き
ん

隣り
ん

人
を
見
忘
る
る�

紫
藤　

祥
子

車
中
寝
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
良
夜や

か
な�

曽
我　

育
代

秋
蝶
の
縺も
つ

れ
に
子
猫
見
入
り
け
り�

曽
我
ト
モ
子

夕
日
背
に
帰き

路ろ

の
鼻
歌
風
爽さ
や

か�

緒
方
チ
エ
子

和
太
鼓
の
芒
す
す
き
を
背せ
な

に
ひ
び
く
丘�

米
山
る
み
子

台
風
過か

熱
き
濃
き
茶
の
朝
餉
か
な�

吉
田　

幸
子

小さ

夜よ

更
け
る
闇
を
遍
く
ま
な
く
十
三
夜�

木
村　

信
子

滴
し
た
た
り
て
音ね

の
遠
ざ
か
る
吾
が
山
河�

田
中　

郁
子

漬
物
の
上
手
な
友
の
茄
子
の
色�

寺
田
千
代
子

石
窯
よ
り
イ
ー
ス
ト
匂
ふ
朝
寒
し�

財
津　

早
雪

恙
無
く
幾い
く

多た

を
過
ぎ
ぬ
秋
し
ゅ
う
思し

か
な�

原
野
レ
イ
子

刈
ら
る
る
を
待
つ
や
稲
穂
の
声
ざ
わ
わ�

高
橋　

孝
子

胸
中
を
行
き
つ
戻
り
つ
今
朝
の
秋�

北
川
し
ん
じ

コ
ス
モ
ス
は
風
と
仲
よ
し
散
歩
道�

佐
藤　

澄
世

日
に
灼
け
て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
落
つ
る
夏
枯
葉
拾
は
む
と
す
も
風
の
転
が
す�

有
久　

賢
治

リ
ー
フ
レ
タ
ス
の
売
れ
ゆ
き
今
日
は
如い

　
か何
な
ら
む
「
収
穫
メ
ー
ル
」
を
畑
に
て
待
つ�

梅
田　

國
雄

戦
い
の
続
く
国
に
も
月
照
る
や
虫
鳴
く
庭
を
照
ら
す
満
月�

佐
藤
せ
い
子

風
渡
る
山
一
面
の
す
す
き
穂
は
揺
れ
て
揺
ら
れ
て
我
を
招
く
や�

田
中　

成
美

朝
日
背
に
阿
蘇
の
稜

り
ょ
う
せ
ん線
輝
け
り
こ
の
静
か
な
る
時
に
佇

た
た
ず
む�

中
村
ト
シ
エ

秋
の
日
の
空
は
明
る
く
澄
み
わ
た
り
緑
の
木
々
の
シ
ル
エ
ッ
ト
濃
し�

 

馬
場　

礼
子

６
番
の
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
を
つ
か
ま
え
た
88
メ
ー
ト
ル
も
は
な
れ
た
畑
で�

松
本　

東
亜

短 

歌 

会

　町、県の人権教育啓発基本計画で、解決しなければならない人
権問題の一つとして「拉致問題その他北朝鮮による人権侵害」を
とりあげています。拉致被害者として政府が認定しているのは17
人です。最初の事件は1977（昭和52）年に起きています。25年後
の2002（平成14）年、平

ピョンヤン
壌で行われた日朝首脳会談で、北朝鮮側

が初めて当局による日本人の拉致を認め、政府認定の日本人拉致
被害者17人のうち、５人とその家族の帰国が実現しました。そ
の日から20年が経過しました。しかし、残りの人たちは、現在
も安否に関して北朝鮮側から納得のいく説明はなされていませ
ん。この他にも拉致された可能性が否定できないケースがあります。
2014（平成26）年に国連調査委
員会は北朝鮮政府による拉致問

題をはじめとする人権侵害を「人道に対する罪」と認定する報告書を
発表しています。未だに解決していないこの問題への関心を持ち続け、
認識を深めていきましょう。町図書館にも拉致問題に関連する図書が
あります。お問い合わせください。

あれから20年「拉
ら
致
ち
問題」を考える

～北朝鮮人権侵害問題啓発週間
　　　　（12月10日から16日）に～
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本
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で
は
、
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思
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の
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成
を
目
指
し
た
教
育
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行
っ
て
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ま
す
。
そ
の

中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
豊
か
に
自
分
の
思
い
や
考

え
を
伝
え
合
え
る
よ
う
に
菊
陽
中
校
区
の
学
校
と
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
交
流
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
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菊

陽
北
小
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菊
陽
南
小
と
は
外
国
語
科
で
対
話
活
動
を
、

菊
陽
中
と
は
委
員
会
同
士
の
交
流
を
す
る
な
ど
、
活
動

も
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
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　1948（昭和23）年12月10日、第３回国際連合総会で「すべての人
と国が達成しなければならない共通の基準」とし「世界人権宣言」が
採択されました。「世界人権宣言」は基本的人権尊重の原則を定めた
もので、人権保障の目標・基準を国際的に示した画期的なものです。
採択された12月10日は「人権デー（H

人
uman R

権
ights Day）」と定めら

れています。
　日本では1949（昭和24）年から毎年、「世界人権宣言」が採択され
た日までの１週間を「人権週間」としています。今年で、74回目に
なります。
　県では、今年度から世界人権デーを最終日とする１カ月（11月10

日～12月10日）を「熊本県人権
月間」として定めました。町では
11月21日㈪～12月９日㈮「人権
啓発標語・ポスター展」を中央公
民館と光の森町民センターで開催
しています。保育園児・小中学生の人権への思いがこめられています。
子どもたちと共に、人権について考える機会にしましょう。

「第74回人権週間」（12月４日㈰～10日㈯）

昨年の人権啓発標語・ポスター展

「誰か」のことじゃない


